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森林地と裸地の流出率
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衛星によるリモートセンシング調査
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イオンの里山の地表面の動きの有無を確認する為、災害前後の
（2019年と2021年）衛星画像データを用いた地表面変異を計測した。

陸域観測技術衛星2号「だいち2号」
（ALOSー２）に搭載の合成開口デー
タ（SAR）画像

【解析手法】
●差分干渉解析
電波を地表面に照射し、電波の反射により地
表面の数センチを計測できる。

●２時期カラー合成画像
２時期の衛星画像を比較して、変化が見られた
場所に色付ける。

●MTC合成画像
古い時期の画像を赤色。新しい時期の画像を
緑色。前後画像の類似度を青色に割り当てて
作成。



16



17



調査結果

イオンの里山を整備したこと
によって減災対策に繋がった

イオンの里山では、差分干渉
解析による特徴的な変異は
検出されなかった。
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